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平
成
26
年
2
月
14
日
（
金
）、
高
知
県
立
ふ
く
し
交

流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
シ
ニア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
る
目
的
で
、
高
知
県
と
当
協

会
主
催
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
〜
過
去
の
災
害
に
学
び
、
次

世
代
に
伝
え
る
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
当
協
会
の
大
竹
邦

実
理
事
長
、
高
知
県
の
松
岡
哲
也
地
域
福
祉
部
副
部

長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
、
講
演
お
よ
び
事
例
発
表
と
討

論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス  

F
E
E
L 

D
o

代
表
　
桒く
わ
は
ら原 

英
文
氏

ま
ず
始
め
に
、
昨
年
改
訂

さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
に
つ

い
て
「
災
害
対
策
は
、
被
災

者
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組

み
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
つつ
、
生
活
再
建

で
き
る
よ
う
に
整
え
る
も
の
」「
時
期
に
応
じ
た
適
切
な

被
災
者
の
援
護
の
確
保
を
旨
と
す
る
」「
被
災
者
が
主

体
で
あ
り
、個
別
対
応
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
記
さ
れ
、

「
避
難
所
、
在
宅
、
遠
隔
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
生
活
が
、

復
興
に
向
け
、
経
済
的
自
立
に
向
け
た
問
題
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
理
念
が
明
記
さ
れ
た
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
は
、
自
主

性
を
尊
重
し
、
相
互
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ

と
が
明
記
さ
れ
、
組
織
化
に
よ
る
官
民
連
携
の
重
要
性

を
強
調
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
「
被
災
し
た

地
域
と
住
民
を
支
援
す
る
こ
と
」
で
、
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、「
被
災
者
一
人
一
人
の
生

活
再
建
を
図
る
こ
と
」「
家
を
住
め
る
よ
う
に
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
幸
せ
指
標
（
住
む
、
費
や
す
、
働
く
、
育

て
る
、
学
ぶ
、
交
流
す
る
、
癒
や
す
、
遊
ぶ
）
が
成
り

立
つ
こ
と
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
2

〜
3
割
と
言
わ
れ
、
経
験
や
知
識
を
生
か
し
た
活
動
は

大
変
重
要
で
、
一
例
と
し
て
森
林
組
合
出
身
者
に
よ
る

「
宮
城
の
森
」
再
生
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
城
県
の
小
中
高
生
を
対
象
に
し
た
防
災
福

祉
学
習
、
高
知
県
南
国
市
の
お
は
よ
う
隊
の
活
動
を
例

に
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
が
述
べ
ら
れ
、
地
域
の
住
民
が
見
守
り
合
い
、
思
い

合
う
社
会
を
つ
く
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
、
災
害
時
の
助
け
合
い
と
な
る
、
普

段
の
地
域
づ
く
り
や
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
基
礎
的
、

土
台
的
な
福
祉
、
自
治
活
動
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
東
松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

阿
部 

英
一
氏

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

東
松
島
市
の
被
災
状
況
を
説

明
さ
れ
た
後
、
東
松
島
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
被
災
者
支

援
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

●
社
協
が
取
り
組
ん
だ
被
災
者
支
援
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

震
災
翌
日
に
福
祉
避
難
所
の
運
営
開
始
。
そ
の
後
、

緊
急
小
口
資
金
貸
付
実
施
、
生
活
復
興
支
援
資
金
貸

付
実
施
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
生
活

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
継
続
中
に
、
他
の
自
治
体
か

ら
の
支
援
も
受
け
運
営
。
運
営
方
針
を
①
地
元
住
民
や

行
政
が
取
り
組
め
な
い
部
分
に
取
り
組
む
、
②
目
標
を

立
て
、
家
族
単
位
、
一
定
の
生
活
を
営
め
、
仮
設
住
宅

に
移
る
ま
で
対
応
、
③
地
域
住
民
の
自
立
支
援
の
3
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
絞
り
活
動
。

●
応
急
復
旧
か
ら
生
活
支
援
へ

平
成
23
年
10
月
、
東
松
島
市
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。
市
と
共
同
で
被
災
者
の
悩
み
や
不
安
に

耳
を
傾
け
、
支
援
す
る
1
0
0
名
要
員
の
体
制
を
作
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
各
方
面
で
活
躍
し
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
シ
ニア

の
サ
ポ
ー
ト
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
被
災
者
訪
問
で
は
リ
ス

ク
度
を
つ
け
、
6
割
の
人
た
ち
を
き
ち
ん
と
見
守
る
必
要

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

～
過
去
の
災
害
に
学
び
、
次
世
代
に
伝
え
る
～

高知県

東
松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

被
災
者
支
援
活
動

事
例
報
告
①
14
：
20
〜
14
：
50

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
目
的
と

役
割
、
求
め
ら
れ
る
平
時
の
取
り
組
み

講
演

13
：
10
〜
14
：
10
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が
あ
る
こ
と
を
確
認
。
被
災
者
へ
の
行
政
・
生
活
情
報
の

提
供
の
た
め
新
聞
を
年
6
回
発
行
。
今
後
の
担
い
手
育

成
と
し
て
、
日
光
市
、
宇
都
宮
市
と
の
高
校
生
交
流
事

業
を
実
施
。

●
支
援
活
動
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
生
活
課
題
と
そ
の
対

応
に
つい
て

生
活
課
題
は
、
①
仮
設
住
宅
の
過
疎
化
と
集
約
、

②
自
治
会
機
能
の
衰
退
、
③
住
民
同
士
の
自
発
的
な

交
流
機
会
の
減
少
、
④
近
所
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
、
⑤

孤
立
感
の
顕
在
化
と
不
可
視
化
の
同
時
進
行
、
⑥
自

立
可
能
世
帯
と
自
立
困
難
世
帯
の
二
極
化
な
ど
が
現

出
。今
後
の
対
応
は
、①
寄
り
添
い
型
訪
問
活
動
の
強
化
、

②
お
茶
会
活
動
支
援
の
強
化
、
③
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
、
④
自
治
会
機
能
の
補
完
、
⑤
生
活
課
題

に
関
す
る
連
絡
会
議
の
設
置
、
⑥
生
活
困
窮
者
へ
の
自

立
支
援
に
向
け
た
援
助
体
制
の
整
備
な
ど
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
、「
お
互
い
様
」
の

支
え
合
い
関
係
づ
く
り
、み
ん
な
で
支
え
合
う
新
た
な
「
共

助
社
会
」
の
構
築
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク山

下 

弘
彦
氏

日
野
町
は
人
口
約
3
6
0 

0
人
、
高
齢
化
率
42
％
の
中

山
間
地
で
、
2
0
0
0
年
に

発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地
震

（
震
度
6
強
、
M
7
・
3
）
の
被
災
地
で
す
。

震
災
後
、
1
年
間
で
県
内
外
延
べ
3
7
5
0
人
が
活

動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
、
片
付
け
の
手
伝
い
、
被

害
を
受
け
た
屋
根
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
掛
け
、
仮
設
住
宅
へ

の
引
っ
越
し
手
伝
い
、
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
食
事
会
な
ど
の

支
援
を
受
け
、
復
興
し
て
き
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
地
元
住
民
、

子
供
た
ち
、
県
内
外
の
民
生
委
員
や
自
治
会
役
員
な
ど

へ
防
減
災
や
地
域
活
動
の
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
他
の
被
災

地
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
し
た
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
「
息
子
が
で
き
た
み
た
い
」「
一
人
だ
と
寂
し
い
」
と

いっ
た
声
を
聞
く
と
、
支
援
活
動
に
お
い
て
は
片
付
け
や
修

繕
し
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
ケ
ア
を
し
た
り
、

つ
な
が
り
を
強
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
。
気
軽
に
助
け

た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
で
き
る
地
域
に
し
て
い
こ
う
と
、
日

野
町
で
は
、
高
齢
者
に
手
づ
く
り
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届

け
る
見
守
り
訪
問
を
行
って
い
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
遠
慮
す
る
高
齢
者
も
い

る
こ
と
か
ら
、平
常
時
か
ら
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば「
助
け
て
」

「
手
伝
って
」
と
言
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
述
べ
ら
れ
、

誰
に
も
世
話
に
な
ら
な
い
で
は
な
く
、
お
互
い
に
世
話
に
な

り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
、
災
害
時
に
も
生
き
て
く

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
N
P
O
法
人
N
P
O
高
知
市
民
会
議

理
事
　
山
﨑 

水
紀
夫
氏

高
知
県
で
は
平
成
10
年
の
高
知
豪
雨
で
は
1
万
世
帯

以
上
が
床
上
浸
水
を
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
こ
の

復
旧
活
動
に
県
内
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
3
8
0
0
人
参
加

し
、
同
県
に
とって
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
と
言
わ
れ
た
こ
と
。
3
年

後
の
平
成
13
年
の
西
南
豪
雨

で
は
12

日

間
で
1

万

2
0
0
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
飛
躍
的
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィアへの
認
知
度
が
高
まった
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
援
助
を
受
け
と
め
る
力
「
受
援
力
」
が

重
要
と
な
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
復
旧
作
業
が
十
分
に
い

か
な
い
と
指
摘
。
例
と
し
て
、
救
援
物
資
を
人
数
分
揃
っ

て
か
ら
の
配
布
に
こ
だ
わ
って
必
要
な
人
に
す
ぐ
送
れ
な
かっ

た
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拒
否
に
よ
る
復
旧
の
遅
れ
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
課
題
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
3
原
則
と
し
て
、
①
被
災
者
本

位
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
主
人
公
で
は
な
い
）
②
地

元
主
体
（
地
域
の
復
元
力
の
サ
ポ
ー
ト
）
③
安
全
管
理

を
挙
げ
、
地
域
活
動
の
注
意
点
と
し
て
、
被
災
者
に
寄

り
添
う
支
援
が
大
切
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
必

要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

事
例
報
告
に
引
き
続
き
、
事
例
発
表
者
3
名
に
よ
る

討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
討
論
会
で
は
「
災
害
に
強

い
町
を
つ
く
る
に
は
、
普
段
か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

つ
く
る
こ
と
」
が
提
言
さ
れ
、
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
地
域
で
の
結
束
の
大
切
さ
、
支
援
・

受
援
相
互
の
理
解
、
そ
し
て
、
経
験
豊
富
な
シニア
パワ
ー

の
必
要
性
が
語
ら
れ
、過
去
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

事
前
の
準
備
と
発
生
時
の
適
切
か
つ
迅
速
な
行
動
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
西
部
地
震
に
お
け
る

被
災
後
の
地
域
づ
く
り
活
動

事
例
報
告
②
14
：
50
〜
15
：
20

高
知
県
に
お
け
る
過
去
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

事
例
報
告
③
15
：
20
〜
15
：
50


